
(手書き用)
様式　南２号　

出願にあたり、以下のとおり申告します。

(ア)実用英語技能検定について

(イ)スポーツ活動、文化・芸術活動、生徒会活動、地域貢献活動の取組について

・上記(1)で「該当なし」の欄に〇をつけた場合は、以下の(2)を記入する必要はありません。

［活動申告書記入上の留意事項］

文化・芸術活動

ふりがな
(自署)

志願者
氏名
(自署)

　(1)　最も積極的に取り組んだ活動を1つ選び、該当する欄に○をつけること。該当する
　　　活動がない場合は、｢該当なし」の欄に○をつけること。

該当なし

・中学校(義務教育学校は７年生から９年生)在籍期間中における活動とする。
・スポーツ活動及び文化･芸術活動については、部活動や校外での関係団体に所属しての活動のことであり、
 校内での球技大会や発表会といった授業や学校行事内での活動は除く。
・地域貢献活動については、ボランティア活動や地域課題を発見したり解決したりする校内外の活動を含む。

スポーツ活動 生徒会活動 地域貢献活動

※［高等学校記入欄］

活動申告書(普通科用)

 中学校等名

・実用英語技能検定または英検S-CBTの欄については、出願の要件(4)の(ア)に該当する級の欄に○を、
 該当する級がない場合は「該当なし」の欄に○をつけること。
・実用英検技能検定と英検S-CBTの両方とも該当する場合は取得した級のうち高い方の級を申告すること。
・申告する級を取得していることを証明できる｢実用英語技能検定『合格証明書』｣の写しを添付すること。

２級
実用英語技能検定

または
英検S-CBT

該当なし 準２級プラス準２級 準１級

・｢自己アピール｣に記入した内容に含まれる活動を記入する場合は、さらに詳しく記入すること。
・活動をグループで行っている場合は、役職、役割を記入すること。

・様式はＡ４判とし、様式の変更はしないこと。
・(イ)の(2)については１８０文字程度で記入すること。

　(2)　(1)で〇をつけた活動について、取り組んできた内容や取り組んで成長できたことに
　　　ついて具体的に記入すること。


